
第２次諫早市総合計画（案）　提出された意見の要旨及び考え方

番号 町名 年齢 性別 区分
戦略
と

重複

5 Ｂ

小
川

－ －

意見要旨 考え方

1

　市役所前にもかかわらず、閑
散としたアーケード街につい
て、現状認識と再生の意志があ
るのか。具体的な施策があまり
見えない。
　官民一体となった開発と再生
策を原案にプラスして再構築さ
れることを期待する。

Ｂ

　アーケード街の活性化については、５９ページの「施
策の展開：商業基盤整備の促進」に市民・事業者・行政
等が一体となって中心市街地の活性化を進める「中心市
街地商業活性化支援事業」、「施策の展開：商店街の魅
力づくり」に商店街のにぎわいを創出するため、商店街
等によるイベントの支援や空き店舗の有効活用に取り組
む「商店街にぎわい再生支援事業」として盛り込んでい
ます。
　また、９９ページの「施策の展開：市街地開発事業」
に中心市街地の都市機能の高度化集積、定住人口の増加
を図る再開発を促進するなど、商業集積地全体の機能を
高め、商店街の活性化を図る「栄町東西街区第一種市街
地再開発事業」とし、２２ページの重点プロジェクト
「プロジェクト５：新幹線開業を最大限に活かしたまち
づくり」にも盛り込んでいます。

○

2

　「計画実現に向けた基本姿
勢」が「政策・施策」の章の中
の１つの節になっており、２
ページの図と合っていないと思
う。１つの章として独立させた
方が良い。
　県総合計画案のように、計画
をどのように推進していくかを
書くべきではないか。

Ａ

　ご意見のとおり、同じ章で整理させていただいていま
す。
　行政内部の「政策・施策」については、計画を支える
姿勢とのことで、分類するため「計画実現に向けた基本
姿勢」としているものであり、同じ章での対応と考えて
おりますので、ご理解のほどお願いいたします。
　計画をどのように推進していくかは、１０２ページの
「市民目線の行政」に、計画の実現に向けて取り組み
ます。と文言を追加して修正しました。
　また、第４章の表題に「将来都市像を実現するための
政策・施策・基本姿勢」と文言を追加して修正しまし
た。
※下線の文言を追加修正

4

　大村市は住宅を建てる際の規
制がないので人口が増加してい
るようだ。諫早市も長崎県の中
央に位置しているにもかかわら
ず、人口が減少しているのは、
住宅を建てられる区域が限られ
ているからだと聞いた。諫早市
も住宅を建てる際の規制を大胆
に撤廃することを検討されてい
るのか。

Ｂ

　規制緩和については、９８ページの「施策の展開：土
地利用の規制緩和と定住促進」に市街化調整区域の既存
集落における地域コミュニティの維持を図るため、小さ
な拠点の概念を利用した土地利用を誘導する「市街化調
整区域における土地利用の規制緩和」として盛り込んで
います。

3

　支所地域は、合併前のように
道路整備がなされていないよう
だ。中心部だけではなく、支所
地域も計画的な整備計画を立て
る必要があるのでは。

Ｂ

　支所地域の道路整備については、９３ページの「施策
の展開：生活基盤の整備」により安全で快適な生活環境
の実現を目指し、市民の日常生活に密着した道路、水
路、交通安全施設等の整備、小規模改良及び維持修繕な
どを図る「生活基盤整備事業（すみよか事業）」として
盛り込んでいます。
　また、９５ページの「施策の展開：幹線道路網の整
備」に地域の生活に密着した道路整備が安定的に実施さ
れるよう道路整備を図る「道路交通円滑化の推進」にも
盛り込んでいます。

　諫早市でハイキングコースな
どの計画は検討されているの
か。

　ハイキングコースについては、９０ページの「施策の
展開：水と緑に親しむ暮らし」に多良山系及び諫早西部
地区の丘陵地に広がる森林を活用して自然に親しみ、健
康増進に寄与する「自然に親しむウォーキングコース等
の整備」として盛り込んでいます。

－ － 男

－ － 男

小
長
井

－ 男
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－ 40代 男

Ｂ

　大型商業施設の立地促進については、６３ページの
「施策の展開：企業立地の促進」に大型商業施設の立地
を促進し、さらなる交流人口の拡大や雇用の創出を図
り、経済の活性化につなげる「大型商業施設の立地促
進」として盛り込んでいます。
　また、２２ページの重点プロジェクト「プロジェクト
３：産業基盤の充実による活力の創出」にも盛り込んで
います。

天
満

52 女6

　大型商業施設の立地促進とあ
るが、久山にあるような規模で
は造っても魅力が無いので、イ
オンモールや鳥栖アウトレット
プレミアムのような、大規模な
商業施設を造ってほしい。
　中途半端な施設だけはやめて
ほしい。

11

　競技会ができるプール設備を
整備していただきたい。
　九州・県内の選手たちを諫早
市へ呼び込むことを望む。

Ｂ

　競技会ができるプール設備の整備については、３５
ページの「施策の展開：スポーツ拠点施設の整備」に、
久山港埋立地スポーツ施設（野球場等）やサッカー場、
テニス場など「スポーツ拠点施設整備事業」、快適にス
ポーツに親しむための「スポーツ競技施設整備・充実」
として盛り込んでおり、今後、具体的な取組を検討する
うえで、参考にさせていただきます。

多
良
見

75 男

7

　農作物のブランド化は、唐比
レンコンや飯盛じゃがいもな
ど、旧町ごとに少なくとも一つ
以上はあったほうがよいので
は。旧市のものもあったほうが
よいと思う。

Ｂ

　唐比レンコンや飯盛じゃがいもなどにつきましては、
５０ページの「施策の展開：高付加価値型農業の振興」
の中の「産地拡大事業」に、既にブランド化されている
農水産物と記載しており、その中に含まれているものと
して考え、盛り込んでいます。

8

　シティプロモーションについ
ては、他人任せという感じがす
る。
　諫早市として情報発信すると
いう意識が不足していると思
う。観光協会だけでなく自治会
などの団体と連携して、情報を
発信していくしくみが必要と思
う。

　他人任せという感じがするとのご意見につきまして
は、１０４ページの「施策の展開：シティプロモーショ
ンの推進」において諫早市シティプロモーション戦略を
諫早市として策定し推進していくものとして盛り込んで
います。
　自治会などの団体と連携して、情報を発信していくし
くみが必要ではのとご意見につきましては、市内外で活
躍する多様な人材や企業との連携を強め、情報や戦略を
共有し、推進していきます。

9

　子ども・子育て支援について
は、親になる人達に向けた支援
を早い段階でお知らせしていく
ことも必要だと思う。いまある
制度がわかりにくいので不安で
ある。また、虐待などへの予防
策も必要と思う。

Ａ

　ご意見のとおり、早い段階でのお知らせについては、
２５ページの「施策の展開：子どもを産み育てる環境づ
くり」にウェブサイトを活用して子育て世帯のニーズに
応じた情報を即時にわかりやすく発信する「子育て情報
発信事業」として修正しました。
　また、虐待などへの予防策については、２７ページの
「施策の展開：子育て・子育ち支援」に児童虐待などへ
の対応が必要な要保護児童や子どもの貧困問題等の課題
に対し、適切な支援を行う「要保護児童・子どもの貧困
対策」として修正しました。

※下線の文言を追加修正

10

○

Ｂ

　バスの路線図や料金体系がわ
かりにくいので、バスを使いた
い気持ちがあっても選択肢にあ
がらない状態である。

Ｂ

　ご指摘がありましたバスの路線図や料金体系がわかり
にくいとのことにつきましては、関係事業者へも連絡す
ることとし、９６ページの「施策の展開：地域公共交通
の整備」に 効率的で利便性の高いバス路線への見直し
により利用者増を図ることで、市民の大切な移動手段を
確保する「バス路線の見直しと確保」として盛り込んで
います。
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